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図 溶融塩電気化学反応(-1.4V/700℃で 2時間

反応)によるWBの X線回折パターンの変化。

WB のみ(黒線)から-1.4V/ 700℃での反応後(赤

線)および 700℃加熱のみ(青線)を示した。 
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本研究では、我々は放射能汚染土壌の減容および再利用化へ向け、溶融塩技術を用いた汚染土壌からの Cs

除去と電解析出法による分離・回収を目的とし、電気化学溶融塩処理法を用いた電気化学的酸素ポテンシ

ャル制御について検討した。それにより、Cs除去過程で創製した結晶（鉱物）の電解による分離・回収の

可能性を探索した。 
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1. 緒言 

福島における汚染土壌の除染と再生に向けた研究を推進している。我々は Csを収着する能力が高い風化

黒雲母(WB)[1]から混合塩(NaCl+CaCl2)を用いて Cs を除去する際の脱離機構について X 線吸収微細構造分

光法によるその場観察 EXAFS 解析を行い、高温過程で Cs が塩中に取り込まれることを明らかにした[2]。

また WB は Cs の除去過程において複数の結晶へ変化することも分かってきた[3]。次のステップとして、

溶融塩電気化学法を用いて、複数の結晶の電解による分離・回収の可能性について探索する。 

2. 実験 

本研究では溶融塩電気化学法を用いて、電気化学的に酸素ポテンシャルを制御する。作用極には Ptメッ

シュ電極、参照極には Ag/AgCl 電極、対極にはグラッシーカーボン電極を用いて実験を行った。今回カソ

ード電極で想定する反応を、電気化学的な還元雰囲気下である-1.4 Vの還元電位に固定し、700℃で 2時間

反応を行った。溶融塩電気化学処理後のWBについて X線回折法(XRD)をもちいて構造変化を検討した。 

3. 結論 

XRD による構造解析の結果を図に示した。WB のみの (黒線)、-1.4V/ 700℃で 2 時間反応後 (赤線)およ

び 700℃加熱のみの XRD パターン(青線)を示した。WB のみのパターンと比べ、溶融塩電気化学反応を用

いて-1.4V電位/700℃で 2時間反応後は新たなパターンを

確認した。これは電位をかけないで 700℃で 2 時間反応

させた時の青線と大きく異なっており、Cs除去後の生成

物が異なっていることを示している。電位が無い場合で

は生成物は 4 つの結晶から構成されているが、溶融塩電

気化学反応後は生成物が 3 つで構成されることを確認し

た。これは、還元雰囲気ではない条件の場合と比較して、

得られた生成物に変化が生じることを意味する。以上か

ら溶融塩電気化学法を用いた電解による分離・回収へむ

けた可能性を示せた。今後異なる電位反応による生成物

の変化について検討する。 
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